
 
 令和２年（2020年）度 第5回資料小展示（Ｒ02.10.1～29）   

萩藩の文書作成ルール 

ー小さな文字で、行数は多く！－ 

●毛利家文庫には、江戸時代、萩藩庁で作成された冊子型の記録が数多く残っています。これら

を見ると、古い時代（１７世紀後半）のものは文字が大きく、１頁の行数が少ないのに対し、時代が

新しくなるにつれ（１８世紀前期以降）、文字が小さく、行数も多いことに気がつきます。 

 

●萩藩は、18世紀初め以降、役人たちに対し、仕事で文書を作成する時は、「できるだけ小さな文

字で」、「行数は規定の数、あるいはそれ以上で書きなさい」とくり返し指示しています。藩財政が

苦しい中、使う紙の量を減らし、支出を省くためでした。ルールを守らない者は処罰するとも通知し

ています。 

 

●今月は萩藩庁における文書作成のルールを紹介します。 

上：貞享3年(1686)の「御用状控」 

右：嘉永元年(1848）の「御用状控」 

文字の大きさと 

 １頁の行数の違いに注目！ 

  



●宝永3年(1706)8月、藩は各代官に対し、提出する帳簿類（「勘文」）はできるだけ「細字」で書

くように、と指示しています。現在確認できる限り、文字の大きさについて指示した最初の

ケースです。 

●享保3年(1718)5月、役人に対し倹約を命じた通達中の一条です。「紙の使用量が増えている

ので、できるだけ『細字』（小さな字）で書くように。１尺（３０センチ）の紙には１０行をメドに書くよ

うに」と指示しています。 

 

 

できるだけ

「細字」で！ 

１尺の紙は10行

をメドに！  

〇
享
保
三
年
（一
七
一
八
）
五
月
二
十
八
日
付
け
の
通
達 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
「二
十
八
冊
御
書
付
」 

〇
宝
永
三
年
（一
七
〇
六
）
八
月
二
十
一
日
付
け
の
通
達 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊
「二
十
八
冊
御
書
付
」 



〇
享
保
十
一
年
（一
七
二
六
）
十
二
月
の
通
達
（裏
面
参
照
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊
「二
十
八
冊
御
書
付
」 

 

●「御用状控」は、江戸と国元（萩）の重役がやりとりした書状を書き留めた萩藩の記録

です。17世紀後期のものは字が大きく、１頁の行数が少ないのに対し、18世紀前期、19

世紀前期と時代が進むにつれ、字が小さく、行数が多くなっています。  

 

 



○
享
保
十
一
年
「
覚
」
の
釈
文 

覚 
 
 

 

一
奉
書
・
勘
文
・
書
立
物
幷
御
用
事
之 

書
状
、
細
字
ニ
相
調
候
様
ニ
と
紙
面
之
行
数 

旁
先
年
被
仰
付
之
筋
有
之
候
処
ニ
、
近
年 

猥
ニ
相
成
候
由
相
聞
候
、
就
夫
此
度
行
数
旁 

委
細
相
改
案
書
被
差
出
候
条
、
奉
書
・ 

勘
文
・
証
拠
物
・
書
立
物
其
外
記
録
・
諸
控
物 

御
用
事
書
状
・
手
紙
等
、
空
紙
無
之
様
ニ 

字
を
詰
、
細
字
ニ
相
調
候
様
ニ
可
被
仰
付
候
、
控 

案
書
手
紙
之
儀
、
差
急
相
調
候
時
者
字
を 

詰
細
字
ニ
難
相
調
儀
も
可
有
之
候
、
其
段
者 

差
急
候
趣
ニ
よ
り
可
被
遂
御
了
簡
候
、
紙
面 

行
数
左
ニ
書
付
候
事 

一
半
紙
堅
折
緘
候
而
書
調
候
時
者
片
折
ニ 

七
行 

一
同
壱
枚
ニ
書
立
候
時
者
拾
五
行
、
継
立
ニ
而
も 

同
前 

一
新
小
杉
竪
折
緘
候
而
書
調
候
時
ハ
片
折
ニ 

八
行 

一
同
壱
枚
江
書
立
候
時
者
拾
七
行
、
継
立
ニ
而
も 

同
前 

一
新
折
竪
折
緘
候
而
書
調
候
時
ハ
片
折
ニ 

九
行 

一
同
壱
枚
江
書
立
候
時
者
拾
九
行
、
継
立
ニ
而
も 

同
前 

一
広
折
竪
折
緘
候
而
書
調
候
時
ハ
片
折
ニ 

拾
行 

一
同
壱
枚
江
書
立
候
時
者
弐
拾
壱
行
、
継
立
候 

而
も
同
前 

一
手
紙
壱
枚
江
弐
拾
行
、
継
立
候
時
者
弐
拾
壱
行 

 

右
之
通
行
数
被
相
定
候
、
然
共
調
か
ゝ
り
御 

定
之
行
数
不
相
成
儀
も
可
有
之
候
条
、 

一
行
之
出
入
有
之
分
者
其
通
ニ
て
相
済
事
候
、 

尤
御
定
之
行
数
ゟ
相
増
候
分
者
一
行
ニ
不
限 

弐
行
三
行
相
増
候
而
も
不
苦
候
、
此
段
諸
役 

所
共
ニ
被
相
心
得
、
役
人
中
御
役
交
代
之
節
ハ
後
役
江 

申
伝
、
以
来
共
ニ
相
違
有
間
敷
候
、
諸
役
所 

頭
人
時
々
気
を
付
相
違
之
儀
無
之
様
可
有 

沙
汰
段
者
勿
論
之
事
ニ
候
、
已
上 

 

享
保
十
一
午 

 
 
 

十
二
月 

 
 

渡 

小
三
郎 

  
 

江
木
与
一
右
衛
門
殿 

 
 

生
田
伊
右
衛
門
殿 

 

【
解
説
】 

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
十
二
月
、
萩
藩
の
裏
判
役
（
当
職

に
次
ぐ
国
元
の
重
職
）
渡
辺
小
三
郎
か
ら
、
蔵
元
両
人
役
（
蔵
元
役

所
を
総
括
す
る
役
人
）
に
宛
て
た
通
達
で
す
。 

役
所
で
作
成
す
る
文
書
に
つ
き
、
先
年
（
享
保
三
年
）、
細
字

（
小
さ
な
字
）
で
書
く
よ
う
に
命
じ
、
基
準
と
な
る
行
数
を
指

示
し
た
も
の
の
、
近
年
そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
、

あ
ら
た
め
て
紙
の
種
類
別
に
行
数
を
定
め
、
そ
の
遵
守
を
命

じ
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、 

〇
半
紙 

→

15
行
、
折
っ
て
用
い
る
場
合
、
片
側
７
行 

〇
新
小
杉
紙 

→

17
行
、
右
同
８
行 

〇
新
折
紙 

→

19
行
、
右
同
９
行 

〇
広
折
紙 

→

21
行
、
右
同
10
行 

〇
手
紙 

→

20
行 

と
し
、
１
行
程
度
の
違
い
は
認
め
る
こ
と
、
増
え
る
分
に
は

２
～
３
行
増
え
て
も
よ
い
こ
と
、
以
後
、
役
人
交
代
の
際
に

は
き
ち
ん
と
後
役
に
指
示
を
伝
え
、
役
所
の
頭
人
（
責
任
者
）

は
つ
ね
づ
ね
気
を
つ
け
て
お
く
よ
う
に
、
と
命
じ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
後
の
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
は
、

一
部
の
紙
に
つ
き
、
よ
り
き
び
し
い
行
数
規
定
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

（
裏
判
役
渡
辺
） 

（
蔵
元
両
人
役
） 
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